
《羊とヤギ》プロフィール  
　ドイツの修道女ヒルデガルト・フォン・ビンゲンなど中世の音楽、東欧を中心とした民俗音楽、現代音楽をレパート
リーに、独創的な音楽を展開する富田牧子（チェロ）とコスマス・カピッツァ（パーカッション）のデュオ。音楽の本
質を一回性に見出し、自然の響きと共振を大切にマイクを通さない生演奏で活動している。2017年にCD「O Terra(大
地よ)」発売。 信濃町では2014年（野尻湖近く本道の羊小屋）以来２回目の開催となる。 

富田牧子（チェロ） 
　バロックとモダンのスタイルに調整された２台の１８世紀の楽器に、歴史的製法のプレーンガット(羊腸)弦を張り、
楽曲に合わせて持ち替えながら、自然体の音楽と室内楽の楽しさを広める活動をしている。東京芸術大学在学中にリサ
イタルを行い、演奏活動を始める。同学大学院修士課程修了後、ハンガリーのリスト音楽院に留学。ヨーロッパ各地の
音楽祭や講習会でソロと室内楽の研鑽を積む。NHK-FM「名曲リサイタル」、ORF(オーストリア放送)の公開録音に出
演。弦楽四重奏団メンバーとしての活動を経て、フリーの音楽家としてソロリサイタルや、様々な楽器奏者との組み合
わせによる「充実した内容の音楽を間近で味わうコンサート」の企画・演奏を各地で続けている。身体と演奏の繋が
りを探り、耳を澄ませて楽器の音を引き出すレッスンを東京・横浜・長野・京都で行っている。2020年に信濃町に移
住。 

コスマス・カピッツァ（パーカッション）   
　ドイツに生まれ、日本とドイツの両国で育つ。ドイツのオーケストラでヴィオラを弾いていた学生時代にコンガドラ
ムに目覚める。ミュンヘン・インターナショナルスクール・オブ・パーカッションでモダンとラテンのパーカッション
を学び、様々な国のミュージシャンと演奏活動を行う。1990年、東京へ移住。ソニーとバンド契約。オルケスタ・デ・
ラ・ルスでワールドツアーに参加。葉加瀬太郎、アガルタ、熱帯JAZZ楽団、Mamadou Doumbia & Mandinka、bird、
minga、長谷川きよし、UA等とのライブ/レコーディング活動をする。2008年に自身のバンド「Planetsensorium(プラ
ネットセンソリウム)」のCDを発売。ダンサーとの即興舞踏の創作演奏、寺での法要演奏や瞑想会にも参加するなど、
音楽のジャンルに捉われず、リズムと音の力の原点に立ち演奏活動を行っている。 心身を癒す「内なる旅」に導くパー
カッション・セラピーにも取り組み、好評を博している。 

【災害救援ＮＧＯ ヒューマンシールド神戸（代表：吉村誠司）】 
地震や洪水などの災害時に、いち早く現地に駆け付ける災害救援ＮＧＯ。多くの団体・個人と 
連携しながら各地で相次ぐ水害や震災の救援活動を行っている。代表・吉村氏は信濃町在住。 

★今後も継続的な支援をお願いできれば幸いです。 
　郵便振替 ００９８０－７－２６４７９６ 「ヒューマンシールド神戸」 
（コンサート会場にも募金箱を用意いたします。寄付をお考えの方はご利用ください） 

 

１１月２３日「能登半島被災地支援　信濃村教会チャリティコンサート 」FAX申込み用紙 
必要事項をご記入のうえ、026-255-2075（信濃村教会）にお申し込みください。 

　　　　　　　　＊チケットは当日受付にご用意します。 
　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　□ 一般　______枚　  □ 高校大学生　_______枚　□ 小中学生　_______枚　 
                         
                                 お名前_____________________________________    電話＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
　　　　　　　　 

信濃村教会へのアクセス 
［長野県上水内郡信濃町柏原369-2   電話026-255-2075］ 
しなの鉄道北しなの線「黒姫駅」下車徒歩約13分。　信越病院の向かい。 

駅前広場から｢しなの書房｣と｢旅館ふじのや｣の間の道を進む。｢萬屋酒店｣の前を過ぎ道に沿っ
てまっすぐ、途中｢JAながの｣｢野尻湖タクシー｣を過ぎ、｢柏原｣交差点を渡り、右に｢信越病院｣
左に｢信濃村教会｣の看板あり。

吉村氏のFacebook  https://www.facebook.com/seiji.yoshimura.73 


